
 

サーニャ・カンタロフスキー「パラダイス」 

会期: 2020 年 1 月 24 日（金）－2 月 22 日（土） 

会場: タカ・イシイギャラリー 東京 

オープニング・レセプション：1 月 24 日（金）18:00 – 20:00 

 

タカ・イシイギャラリーは、サーニャ・カンタロフスキーの個展「パラダイス」を開催いたします。本展では絵画

作品 4 点と、アダチ版画研究所の協力を得て制作された４点の木版画作品のほか、1 階のビューイング・ルームに

て鬱全とした表情を描いた小絵画作品群を展示いたします。 

 

本展のため、カンタロフスキーは日光のトレッドソン別邸に１ヶ月滞在し、インクと水彩による素描シリーズを

制作しました。今回発表する木版画作品は、このシリーズを基にアダチ版画研究所がその優れた技術により制作

した作品です。歌舞伎や能を基にした江戸時代の浮世絵の伝統に倣うように、カンタロフスキーのイメージ群は

演劇性に満ちています。歌川国芳ら大家の作品を念頭に置きつつ、服の裾からのぞく裸足や、惨劇を無関心に見つ

める海鳥、大人から抑圧的な扱いを受ける子どもといった特定のモチーフを通じ、作家は風刺的で不穏なイメー

ジ作りの伝統を参照します。何度も色版を摺ることで線と色の層を重ねるという極めて繊細な工程を通し、これ

らの触覚的な主題が紙の上に現れます。 

 

個展「パラダイス」にて発表される木版画とペインティング作品は同時期に連続して制作されたため、異なる歴史

を辿ってきたこれら二つの表現媒体の差異や特性が明確に対比されます。異なる視覚言語においてイメージがど

のように呼び起こされ、またどう組み立てられるのかを理解する糸口を提供するでしょう。版画はイメージが画

面に固定され、いわば封印されているのに対し、ペインティングはある種の流動性を内包することから、イメージ

が画面上で拡張していきます。鑑賞者はその視覚的物語の筋書きをつかめないまま、過去と現在、魅惑と忌避、濃

さと薄さといった要素が幾重にも折り重なった夢のような光景に引き込まれます。 

 

サーニャ・カンタロフスキーの作家活動は、時に映像作品と組み合わされるペインティングをはじめ、アニメーシ

ョン、彫刻、デザイン、展覧会企画など多岐にわたります。ペインティングには想像上の人物たちが登場します

が、彼らの多くは心身ともに苦悩しています。画面という舞台の上で鑑賞者の注目をめぐり、誘引と拒絶が絶えず

競い合うかのようです。カンタロフスキーは欲望そのものをどのように描き出せるかを探求し、その欲望は、懇願

する子どもたちや、いやらしい目つきをした老人、行くあてのない世界人（コスモポリタン）、飢えた群衆の顔を

歪めます。ヒューマニストによるペインティングや風刺画の歴史を参照するカンタロフスキーが描く人物は、描

かれたことを誇っているようにも見えますが、同時に舞台に上げられたことを恥じているようでもあり、作家自

身の制作活動に対する不安や緊張、迷いをも孕んでいます。カンタロフスキーの人間の感情に対する傾斜はこう

した皮肉な自己言及において顕著であり、まるで実体験を忠実に表現することの不毛さを説くかのようです。 

 

カンタロフスキーは、1982 年モスクワ生まれ。ニューヨークを拠点に活動。ロードアイランド州プロヴィデンス

のロードアイランド・スクール・オブ・デザインでペインティングを学び、カリフォルニア大学ロサンゼルス校で

MFA 取得。近年の主な個展として Luhring Augustine（ニューヨーク、2019 年）、クンストハーレ・バーゼル（2018



 

年）、Fondazione Sandretto Re Rebaudengo（トリノ、2017-2018 年）が挙げられる。主なグループ展として、バ

ルティック・トリエンナーレ 13「GIVE UP THE GHOST」（ビリニュス、2018 年）、「The Arcades: Contemporary Art 

and Walter Benjamin」ジューイッシュ・ミュージアム（ニューヨーク、2017 年)、「The Eccentrics」スカルプチ

ャー・センター（ニューヨーク、2016 年）、自らキュレーションした「Sputterances」Metro Pictures（ニューヨ

ーク、2017 年）などに参加。他の主要な展覧会としては「Happy Soul」 LAXART（ロサンゼルス、2014 年）、「You 

are Not an Evening」 Gesellschaft für Aktuelle Kunst（ブレーメン、2013 年）、「What Were You Expecting, 

Mr. Milquetoast, a Plot?」Badischer Kunstverein（カールスルーエ、2014 年）、Ieva Misčeviūtė とのコラボ

レーション、「Apricot Juice」Studio Voltaire（ロンドン 2015 年)など。自身の多くの作品を網羅した作品集『No 

Joke』(2016 年）を Studio Voltaire と Koenig Books より刊行。カンタロフスキーの作品は、ハーシュホーン博

物館と彫刻の庭（ワシントン DC)、ICA ボストン、ハマー美術館（ロサンゼルス）、ロサンゼルルス・カウンティ

ー・美術館、テート・モダン（ロンドン）、ホイットニー美術館（ニューヨーク）に収蔵されている。 

 

是非、貴誌・貴社にて御紹介下さいますよう宜しくお願いいたします。尚、掲載用写真の貸出など、御質問がございましたら、 

下記までお問い合わせ下さい。 

 

タカ・イシイギャラリー 展覧会担当：上松エリサ プレス担当：増山貴之 

〒106-0032 東京都港区六本木 6-5-24 complex665 3F tel: +81 (0) 3 6434 7010 fax: +81 (0) 3 6434 7011 

e-mail: tig@takaishiigallery.com website: www.takaishiigallery.com 

営業時間：11:00-19:00 定休日：日・月・祝祭日 

 

 

Sanya Kantarovsky 

“Woe to Wit”, 2019 

Woodblock print on washi paper 

47 x 33 cm 

© Sanya Kantarovsky 

 

Sanya Kantarovsky 

“Cataract” (detail), 2019 

Oil and watercolor on canvas  

200 x 282.6 cm 
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